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	団体行動について
	行動計画は全て本部作成した予定に従い、隊員の自己判断による、行動計画の変更は厳禁とし、隊長であっても計画を変更する場合は本部の指示を得る、作業現場における隊員の行動は全て隊長の判断に従う事。 特殊な事情があって、行動計画通りの行動ができない人は必ず本部に連絡をし、承認を得る事本部、隊長の指示が守れない人は、現地にてクシロネットから除名、除隊とし、帰りのチケットは支給しない。さらに追加費用として宿泊施設費を別途請求し、交通費は全て自己負担とさせて頂きます

	本部との連絡
	隊長、及び作業リーダーは毎日決められた時間に必ず本部担当者に連絡を入れる（メール又はTEL)
	１ キャンプ出発時（出発時間と目的地VC確認）
	２ 各VC出発時（当日の作業予定確認）
	３　作業終了VC帰還時（安否確認・作業内容確認・翌日の作業予定確認）
	４ 食事終了時（本日の報告、明日の行動予定確認）

	行動計画の変更がある場合は必ず連絡をし、承認を得る

	支払（下記の支払は隊長が行い釧路で精算する）
	ガソリン代、灯油代、 作業用消耗品（ゴム手袋、軍手、マスク、タオル等）
	支給食材食品の購入費用、その他活動に必要な費用

	八幡キャンプ（宿舎）の使用方法
	清掃
	館内の清掃は、最終日、隊長が役割分担を決め、全員で分担して行って下さい
	詳しくはスケジュールを確認して下さい
	ごみは分別し、まとめて指定の曜日に廃棄します。

	布団カバーについて
	敷き布団、掛け布団カバー、枕カバーは到着時に各自セットしてから使用します
	出発日には敷き布団カバー、掛け布団カバー、枕カバーはずし、釧路に持ち帰って下さい

	消耗装備品の整理と管理
	マスク、手袋、ミネラルウォーター等の消耗装備品は到着日、出発日に概ねの在庫を確認し、所定の場所に整理の上保管して下さい。基本在庫を決めておき、随時補充する
	私物の保管について
	長靴など私物の保管物は基本的に保管責任を負いません。紛失、喪失した場合は所有者本人の責任とします。私物の保管になんらかの問題がある私物は廃棄して下さい。

	広間・台所は最終１０時までに消灯とする
	消灯後も玄関廊下上の白熱電灯を一晩中つけておく

	八幡キャンプ（宿舎）内の食材について
	台所の使用方法
	食器、調理器具は毎日必ず所定の位置にかたづける
	冷蔵庫に生ものは放置しない（翌日には使用する）
	購入し保管する食材には全て”くしろ”と明記し、購入日を記入する
	冷蔵庫のソフトドリンクはフリードリンク
	米は炊くことを原則とする　米は
	隊長は全員の意向を確認し、食事の段取りを考える。全員が賄いを希望し、賄いの担当者がいる場合のみ夕食の賄いを作る
	買ったものにはシールを貼る
	酒を飲むのは自由とするが決して他人に迷惑はかけない、隊長の指示に従い大酒は厳禁とする

	宿泊費用に含まれる食材
	ミネラルウォーター、冷蔵庫内のソフトドリンク（釧路ネットと書いてあります）
	ご飯（保存用ご飯を含む）、インスタント味噌汁、玉子
	パン、マーガリン、ジャム、コーヒー、クリーム、紅茶
	おにぎりの具、ご飯のお供（ふりかけ、昆布佃煮各種、鮭フレーク、のり、ごはんですよ等）
	調味料各種（味噌、醤油、本だし、砂糖、塩、サラダ油、ごま油、ポン酢）

	宿泊者で割り勘する食材
	肉、野菜、魚　などの生鮮食品
	購入した食材は滞在期間中に必ず使い切って下さい、引継ができない残った食材は食中毒などの食品衛生上問題があるため、必ず廃棄し、冷蔵庫には残さないようお願いします
	アルコール飲料、在庫にないドリンク類（残ったものは次の隊が消化します）



